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ポストイクメンの
男性育児
妊娠初期から始まる
育業のススメ

平野翔大 著
出版：中央公論新社
367.3 /ﾋ /男性

産婦人科医である著者が男性の育児につい
て、現場で見てきた実情や制度、データを踏ま
えて解説している1冊です。
母親の手厳しい本音や育児をしようとしても上
手くいかない父親の苦しさや悩みについても
触れられています。
本書では育児や出産についての「知識」を知る
ことの大切さを説明していて、多くの人が抱え
る悩みを丁寧に解説してくれます。
妊娠・出産など、これから育児に向き合う方は
手に取ってみてください。

性差（ジェンダー）の
日本史

国立歴史民俗博物館 監修
「性差の日本史」展示
プロジェクト 著
出版：集英社
367.21 /ｼ 

2020年に国立歴史民俗博物館で行われた「性
差(ジェンダー)の日本史」展を内容についての解
説を纏めた1冊。
古墳時代から現代にかけて、日本ではどのように
「男性」と「女性」が分けられていたのかを説明し
ています。
性による区分が時代を経るにつれて徐々に変
わっていく様子が説明されていて、これまでの歴
史観が少し変わる内容になっています。

言葉を失ったあとで

信田さよ子 著
上間陽子 著
出版：筑摩書房 
K 146.8 /ｺ 

依存症、DV、虐待に長年向き合い続けてきた
信田さよ子氏と沖縄で未成年の調査や支援を行
う上間陽子氏の対談集。
これまで様々な問題や葛藤を抱える人たちの
話に耳を傾け、第一線で向き合い続けてきた二
人の話は多くの気づきを与えてくれます。どこか
で聞いたことがあるような言葉で語ってしまう
加害者男性のケースを聞いて、事実を語るとい
うことは様々な苦しさや難しさを抱えたものだ
と感じました。
自分が何気なく使っていた「言葉」や聞き流し
ていた「言葉」にはどれだけの意味や責任があっ
たのだと考えるきっかけになる一冊です。

おとめ六法

上谷 さくら 著
岸本 学 著
Caho イラスト
出版：KADOKAWA 
320 /ｶ /

生活でトラブルがあったときに、どのようなこと
が犯罪になるのか、どういった権利が守られてい
るのかを解説していて、法律に興味を持った方の
入門書におすすめの本になっています。
「おとめ」とあるように女性が被害を受けることが
多いストーカーや痴漢についての説明、結婚、育
児、離婚など生活に関わる問題が取り上げられて
います。
法律の知識は自分の身を守るための武器になる
こともあります。知ることで悩み事が解決するた
めの糸口になることもあるので、気になった方は
ぜひ手を伸ばしてみてください
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本のご予約や、問合せは図書情報室まで！
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